
愛媛大学農学部
(都会と田舎を結ぶ食育ネット)

都会の子どもの田舎体験を
学生スタッフとしてサポート！

田舎体験に集まった小学生と学生スタッフ

都市農村交流論が専門の愛媛大学農学部 小田清隆
准教授が主催する「都会と田舎を結ぶ食育ネット」では、愛
媛県の内子町を中心とする南予地域で都会の子ども達の
田舎体験事業を展開し、豊かな自然の中での農林漁業体
験とともに、そこで生み出された本物の新鮮な農林水産物を
味わう、食と農を一体化した活動を行っています。

大学で募集に応じた学生が、スタッフとして活躍しています。
この交流活動の主役は、子ども達なのですが、子ども達と
行動を共にし、指導、見守りをする地元の高校生、大学生
などの学生スタッフも主役です。子どもは、大人が話しても旨
く通じない(理解できない）ことでも、身近な高校生・大学生
が伝えると通じる(分かる）ことがあります。大学生は、子ども
達のお世話をしながら、一緒に農業や里山生活を体験する
ことで 多くのことを感じ 学びます 地域の方たちとの交流か

こんなことをしよるよ！

山里海の四季、生活・産業を体験しよう2013
～秋体験②～ (平成25年10月12日～14日)

平成25年10月12日

ことで、多くのことを感じ、学びます。地域の方たちとの交流か
ら得るものも少なくありません。

大人のスタッフは、子どもたちの活動を高校生・大学生を通
して見守り、支援しています。

今回は、山里海の四季、生活・産業を体験しよう2013
～秋体験②～ に参加した子ども達と大学生スタッフの半日
を取材しました。
参加者 小学生12人

(横浜3人、松山市内9人）
大学生スタッフ8人
（農学部4人、教育学部4人）

現地に到着した子ども達は、まず腹ごしらえ
地域の方が用意された炊き込みご飯と豚汁です

自分の名札を作っています

班ごとに分かれて学生スタッフと準備

圃場へ移動 －気をつけてネ！ー

この、はざ掛けの稲を脱穀・調整します

地域の方が作業の説明と実演
後でやるから、よく見ててネ！

こんなとこ歩くのって、
初めて ワクワク♪



☆学生スタッフに聞きました！
Q1：｢都会と田舎を結ぶ食育ネット｣のスタッフになった
のはなぜですか？

A：｢都会と田舎を結ぶ食育ネット｣に興味があったから。
B：体を使って行う作業が楽しいから。
C：田舎体験をしてみたかった。ボランティアをしようと思った。
D：教師になる（を目指している）ので役に立つと思って。
Q2：子ども達にどんなことを感じ、学んでほしいですか？
A：食の大切さ、日本は恵まれた国であることを知ってほしい。
B：農業の大変さ、自然の良さを体験してもらいたい。
C：体験するだけでなく、感じたことを子ども達から聞いて、
意識付け、暮らしや仕事に生かしてほしい。

D：ありのままの食、自然、農業を知り、親になった時、子
どもに伝えてほしい。

E：都会の子どもは、食べ物がどうやってできるのか知らない
ので、生産の現場を体験し、農家の苦労を知ってほしい。

F：元気に楽しく活動してほしい。自然と触れあってほしい。
☆小田先生に聞きました！
Q1：学生スタッフに期待することはなにですか？
・都市と農村の交流に関わることで、地域活性化を図る
コーディネーターの役割を理解してほしい。
・コミュニケーション能力の向上や他学部学生との交流で
視野を広げて欲しいし、教育学部の学生には、教える立
場の体験をしてほしい。
Q1：今後の目標・計画を教えてください
・活動の場を南予全市町に拡げ、地域の活性化を図る。
・後継者・コーディネーターを育成したい。

きっかけ・感想・そしてこれから・・・

↑ 稲こぎ(脱穀)開始！ ↓

むしろの中の機械はこれ
年代物です

いち、にぃーの、さんっ！
籾とゴミを分けています

都会と田舎を結ぶ食育ネットのこと
始まりは、鎌倉の小学校と愛媛の農業高校の普通の交流
でした。誰にでも身近な「食」をテーマに、高校生が、学んだこ
とを小学生に伝えるというごくシンプルなものでした。それが、イ
ンターネットや携帯電話を使ったバーチャル交流を続けていく
ことで、小学生と高校生の距離は次第に縮まり、ついにはお
互いの地を訪れるリアルな体験交流にまで発展しました。
2008年、愛媛の田舎で日常とは違った異次元の生活を
すごした子どもたちは、それまでにない豊かな学びを体験し、
保護者が驚くほどの成長をしていきました。私たちはこの貴重
な体験交流を継続していこうと「都会と田舎を結ぶ食育ネッ
ト」を組織しました。（代表の小田先生が大学へ異動）
2010年、食育ネットの活動は大きく飛躍しました。これま
での大人スタッフによる運営に学生スタッフが大きく加わり、
フィールドもこれまでの地域に限定された体験活動から、多く
の地域の方の協力により、山・里・海のつながりを考えた体験
活動に進化させることができました。具体的には、愛媛の南
予地域の入口（内子町）での里山の体験から、愛媛の最
南端の愛南町の海での体験にまで広がり、農林漁業から生
まれる「食」、そして環境も考えることができる団体にまで成長
してきています。ここまで活動を継続し、発展させることができ
るのも、高大生スタッフであり、地域の方々であり、行政の
方々の支援のおかげです。

http://syokuikunet.web.fc2.com/

後継者 コ ディネ タ を育成したい。

背負子をしょってみました

子ども達は順番にいろんな作業を体験し、
学生スタッフが応援します

背負子
（しょいこ）

愛媛大学農学部 〒790-8566 松山市樽味３丁目５番７号 TEL：089-946-9984（担当 小田清隆）
http://www.agr.ehime‐u.ac.jp/laboratory/noutoku_03.php#01

もう少しで終わるから頑張って！

ここは、小田先生が所有さ
れている圃場です。
お荷物だと思っていた山間
の圃場ですが、体験に来た
子どもから｢きれい！｣と言わ
れ、価値に気付かされたそ
うです。


